













































諸言 : 腹腔鏡手術の低侵襲化の最大の neck は小開腹による体壁破
壊である . 当院では NOSE(Natural oriﬁ ce specimen extraction) 手
技で小開腹を省略する Incision Less Surgery( 以下 ILS) を導入し
た . この手技の腹部創はポート創のみであり整容性に優れ , 術後の
疼痛も非常に軽微である . しかし手技は煩雑かつ発展途上で成書に
も記載がないのにも関わらず円滑な進行が要求される . 外科腹腔鏡
手術チームの ILS への対応について報告する .
方法 : 主に 3 種類の NOSE 手技が用いられた .（直腸反転法）直腸
を肛門から反転し病変を切除する方法 . 会陰操作のウエイトが大
きく腹腔鏡操作と同時進行のため , 清潔・不潔操作の区分に配慮
し 2 チームのスタッフを配置する . 手術の進行に従う術野の切り替
えに対する先読みが手術時間の短縮につながる . TASE(Trananal 
specimen extraction) 経肛門的標本摘出法 : 本手技では術中内視
鏡を駆使するためその操作介助が重要である . また体腔内で吻合
を完結するため自動吻合器・縫合器の扱いに習熟する必要があ




結 果： 全 106 症 例 121 病 変 に ILS を 適 応 し た . 直 腸 反 転 法 45
例,TASE34例,TVSE27例.手技の定型化によりNOSE手技はスムー
スになり ,TVSE において初期には 30 分必要とした膣の開放が 12
分に短縮した . TASE では内視鏡等を手術室に常備し , その操作に
習熟することで手術が円滑に進行するようになった . 合併症は縫合
不全 5 例 ,SSI1 例 ( 創感染なし ) で NOSE 手技に関するトラブルは
なかった .ILS では創感染はなく , Wong-Baker Face Scale での疼痛
評価は通常の腹腔鏡下手術と比較し優位に少なかった .
結語 : 新規術式にチームで取り組むことで定型化が可能で、患者の














































【対象と方法】対象は 2014 年 1 月 15 日から 3 月 31 日までに内科初
診外来を受診した 1361 例。外来医は後期研修医（3-5 年目）で、指
導医のバックアップ体制を取っている。
【結果】性別は M/F：664/697 例で、平均年齢は 62 歳（15-103）で、
65 歳以上は 53％（723 例）と高率であった。紹介率（検診 2 次を
除く）は 12％（164 例）、当院かかりつけ率は 31％（420 例）と低
率であった。検診 2 次目的は 9％（125 例）であった。疾患分類別
では消化器 31％（426 例）、呼吸器 26％（358 例）、循環器 13％（180 例）、
内分泌・代謝 10％（138 例）などで、他科疾患は 5％（69 例）であった。
主に感染性腸炎や上気道炎などが 28％（378 例）と軽症患者の割合
が多かったが、入院を要する患者も 9％（120 例）認めた。入院患
者の平均年齢は 75 歳で 65 歳以上が 80％（97 例）と高率であった。
内訳は消化器 48 例、呼吸器 22 例、脳神経 10 例、内分泌・代謝 10
例、循環器 9 例などで、そのうち感染症が 43％（52 例）、悪性新生
物が 9％（11 例）であった。虫垂炎や消化管穿孔などの緊急手術例
も 3 例存在した。
【考察と結論】当院内科初診外来の特徴として、1. 高齢者の割合が
高いこと、2. 様々な疾患の軽症から入院や緊急手術を要する重症患
者まで受診されること、3. 他院からの紹介率や当院かかりつけ率が
低いことより、当院への飛び込み受診が地域に浸透していることな
どがあげられる。後期研修医は、このような外来を経験できること
で、総合内科医としての診療技術を習得できるものと考える。
